
i
ma

最
悪
事
故
の
場
合
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

回
答
（要
旨
）

原
子
力
規
制
庁
長
官
官
房

放
射
線
防
護
グ
ル
ー
プ

担
当
者

原
子
力
災
害
対
策
審
議

会
で
「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

の
災
害
対
策
上
の
ハ
ザ
ー

ド
評
価
」
を
行
っ
た
。
そ
こ

で
は
、
災
害
の
進
展
や
放
射

性
物
質
の
放
出
防
止
措
置

に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
処
置

が
失
敗
し
た
場
合
に
つ
い

て
も
検
討
。
「
災
害
評
価
指

針
改
正
」
と
し
て
ま
と
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
表

し
た
。

市
民
か
ら
再
質
問
・意
見

市
民
（
岩
手
）

私
達
の
質
問
は
、

最
悪

の
事
故
が
起
き
た
場
合
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
の
か
と
聞
い
て
入
る
。
西

ド
イ
ツ
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政

府
の
よ
う
な
苛
酷
事
故
の

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
の

か
。

規
制
庁
長
官
官
房
担
当
者

防
災
の
対
策
と
し
て
の

範
囲
を
特
定
し
た
上
で
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
。

市
民
（
岩
手
）

要
す
る
に
苛
酷
重
大
事

故
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
な
い
し
、
今
の
と
こ
ろ

や
る
予
定
も
な
い
と
言
う

こ
と
か
。

《
私
達
が
提
示
し
た
資
料
》
）

『
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
』

（
説
明
）
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府

は
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
、
偏

西
風
が
卓
越
す
る
時
期
の
観

測
に
基
づ
き
、
イ
ギ
リ
ス
セ

ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
再
処
理
工
場

か
ら
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

千
立
方
㍍
の
全
セ
シ
ウ
ム
１

３
７
の
う
ち
一
〇
％
が
環
境

に
放
出
さ
れ
た
場
合
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
っ

た
。
結
果
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

国
土
の
大
半
が
人
の
住
め
な

い
土
地
に
な
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

『
西
ド
イ
ツ
政
府
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
』
一
九
七
七
年

一
月
一
五
日
の
毎
日
新
聞
。

（
説
明
）
西
ド
イ
ツ
政
府
内

務
省
は
建
設
予
定
の
再
処

理
工
場
が
事
故
を
起
こ
し

た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
「
国
民
の
過
半

数
」
が
急
性
放
射
線
傷
害
と

な
り
、
死
亡
す
る
と
し
た
。

爆
発
事
故
に
至
る
ま
で
の

予
測
時
間

回
答
要
旨

規
制
庁
担
当
者

原
燃
か
ら
は
い
ろ
い
ろ

説
明
の
資
料
が
出
て
い
る

が
、
そ
の
機
器
周
辺
の
情
報

が
分
か
ら
ず

審
査
中
で
あ

り
何
と
も
言
え
な
い
。
時
間

に
つ
い
て
は
規
制
庁
と
し

て
は
確
認
し
て
い
な
い
。

《天恵の海》
２０１８（平成 ３０）年

３ 月 １９日
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再
処
理
関
連
省
庁
担
当
者
と
市
民
の

意
見
交
換
会
開
催

（
報
告
そ
の
２
）

こ
れ
だ
け
は
聞
き
た
い

質
問
４

廃
液
の
水
素
爆
発
、
沸
騰
、

蒸
発
乾
固
ま
で
の
到
達
予

測
時
間
は
い
く
ら
か
。
重
大

事
故
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

あ
る
の
か
。

担当者に質問する川田龍平参議院議員

『もし六ヶ所工場で廃液事故があっ

たら… ウラルの核惨事との比較』

《私達が当日提示した資料》から

こ
れ
だ
け
は
聞
き
た
い

質
問
３

西
ド
イ
ツ
や
ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
政
府
の
よ
う
に

再
処
理
工
場
の
重
大
事

故
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
べ
き
だ
。



東
海
に
つ
い
て
も
事
業
者

の
考
え
方
が
あ
る
だ
ろ
う
。

市
民
か
ら
の
再
質
問
・意
見

市
民
（
岩
手
）

防
災
上
最
も
大
切
な
水

素
爆
発
、
沸
騰
、
硝
酸
塩
爆

発
に
至
る
時
間
は
ま
た
も

う
や
む
や
な
回
答
。
防
災
上

最
も
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い

危
機
に
達
す
る
時
間
（
保
守

的
時
間
）
を
知
り
た
い
。
こ

れ
で
は
心
配
で
堪
ら
な
い
。

市
民
（
茨
城
）

こ
れ
で
本
当
に
良
い
の

か
。
ほ
ん
と
に
心
配
。
液
体

状
で
は
な
く
し
て
欲
し
い
。

規
制
庁
担
当
者

「
非
常
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
に
つ
い
て
は
確
認
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
答
え
ら
れ
な
い
。

《
私
達
が
提
示
し
た
資
料
》

『
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

タ
ン
ク
の
図
』

（
説
明
）
廃
液
は
崩
壊
熱
を

発
し
、
強
い
放
射
能
は
水
な

ど
か
ら
水
素
を
発
生
さ
せ
る
。

原
燃
の
一
昨
年
七
月
の
回
答

書
で
は
「
電
源
を
失
っ
て
か

ら
沸
騰
開
始
ま
で
は
約
二
四

時
間
。
水
素
爆
発
到
達
濃
度

（
四
％
）
に
至
る
時
間
は
約

三
五
時
間
」
と
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。と
こ
ろ
が
同
年
六
月

一
五
日
公
表
の
原
子
力
規
制

委
員
会
新
規
制
基
準
審
査
会

合
資
料
に
は
「
沸
騰
到
達
時

間
約
一
五
時
間
、
水
素
濃
度

八
％
へ
の
到
達
時
間
約
七
時

間
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

テ
ロ
や
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
と

高
レ
ベ
ル
廃
液

回
答
要
旨

原
子
力
規
制
庁
規
制
部

担
当
者

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
へ
の
対

策
は
こ
れ
は
原
子
力
規
制

に
よ
る
対
応
で
は
な
く

国

全
体
と
し
て
対
応
す
る
問

題
と
考
え
る
。

防
衛
省

担
当
者

我
が
国
の
ミ
サ
イ
ル
防

衛
シ
ス
テ
ム
は
イ
ー
ジ
ス

艦
な
ど
の
ミ
サ
イ
ル
に
よ

る
多
重
防
衛
に
よ
り
国
民

の
生
命
財
産
を
守
る
体
制

を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
多
元

防
護
の
た
め
全
国
各
地
に

パ
ッ
ク
ス
リ
ー
を
機
動
的

に
展
開
し
て
い
る
。
航
空
自

衛
隊
青
森
県
駐
屯
地
に
は

部
隊
が
い
て
対
応
す
る
。

原
子
力
規
制
庁

規
制
部

担
当
者

Ｅ
Ｍ
Ｐ
（
電
磁
パ
ル
ス
）

攻
撃
は
、
こ
れ
も
一
種
の
軍

事
活
動
で
あ
り
規
制
委
員

会
と
し
て
は
対
処
し
え
な

い
。
原
発
暴
走
や
廃
液
沸
騰

に
つ
い
て
も
こ
れ
か
ら
研

究
す
る
。

防
衛
省
担
当
者

Ｅ
Ｍ
Ｐ
に
つ
い
て
は

防
衛
省
と
し
て
研
究
は
し

て
い
る
が
そ
の
影
響
な
ど

に
つ
い
て
十
分
な
知
見
が

上
が
っ
て
き
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

《
私
達
が
提
示
し
た
資
料
》

『
電
磁
パ
ル
ス
（Ｅ
Ｍ
Ｐ
）
攻
撃
』

（
説
明
）
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
は
、
一
昨
年
の
夏
に
落
雷

事
故
に
見
舞
わ
れ
、
工
場
各

部
が
雷
撃
さ
れ
一
部
の
制
御

機
器
が
損
傷
し
た
。
一
九
六

二
年
に
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
は
、

超
高
空
で
の
核
実
験
を
行
っ

た
が
、
核
爆
発
に
よ
る
ガ
ン

マ
線
は
、
成
層
圏
の
大
気
に

電
離
現
象
を
も
た
ら
し
各
地

に
落
雷
現
象
を
多
発
さ
せ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
人
工
的
落
雷
に
よ
る
軍

事
行
動
を
Ｅ
Ｍ
Ｐ
（
電
磁
パ

ル
ス
）
攻
撃
と
い
う
。
再
処

理
工
場
は
こ
の
点
か
ら
も
危

険
な
存
在
で
あ
る
。

様
々
な
災
害
と
隣
り
合
わ
せ

の
再
処
理
工
場

回
答
（要
旨
）

◇
火
山
噴
火

火
砕
流

原
子
力
規
制
庁
地
震
津
波

部
門
審
査
担
当
者

火
山
活
動
に
よ
り
六
ヶ

所
工
場
に
火
砕
流
が
到
達

す
る
か
、
影
響
を
与
え
る
の

か
審
査
中
で
あ
る
。

◇
大
津
波

原
子
力
規
制
庁
地
震
津
波

部
門
担
当
者

東
海
再
処
理
工
場
に
津

波
が
襲
っ
た
な
ら
ど
う
な

る
の
か
等
、
現
在
審
査
中
。

◇
化
学
薬
品

原
子
力
規
制
庁
地
震
津
波

部
門
担
当
者

世
界
の
再
処
理
の
歴
史

で
は
多
重
事
故
も
あ
っ
た

が
今
答
え
る
べ
き
こ
と
は

特
に
な
い
。

◇
石
油
備
蓄
基
地

原
子
力
規
制
庁
地
震
津
波

部
門
担
当
者

六
ヶ
所
工
場
に
隣
接
し
た

く
さ
ん
の
石
油
タ
ン
ク
が
あ

る
が
火
災
が
起
き
た
時
に
ど

う
な
る
の
か
、
送
電
線
な
ど

審
査
中
で
あ
る
。

市
民
か
ら
の
再
質
問
意
見

市
民
（
北
海
道
）

外
部
飛
来
物
に
は
様
々
の

も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
再
処

理
工
場
の
飛
来
物
へ
の
耐

久
性
は
ど
う
な
の
か

原
子
力
規
制
庁
担
当
者

再
処
理
工
場
が
落
下
物
へ

ど
の
程
度
の
耐
久
強
度
が
あ

る
か
は
公
開
で
き
な
い
。

内
閣
官
房
（
緊
急
対
策
室
）

事
態
が
発
生
し
た
ら
関

係
省
庁
と
連
絡
取
り
対
処

す
る
。

市
民
（
東
京
）

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
上

を

飛
行
機
が
飛
ん
で
い
る

と
地
元
住
民
が
語
っ
て
い

る

。
ど
こ
に

苦
情
を
申
し

入
れ
れ
ば
良
い
の
か
。
内
閣

府
で
良
い
の
か
。

川
田
参
議
院
議
員

ミ
サ
イ
ル
や
テ
ロ
よ
り

も
米
軍
基
地
が
心
配
で
あ

る
。
二
〇
日
の
三
沢
基
地
の

事
故
は
今
回
の
質
問
に
は

間
に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
大

き
な
問
題
で
あ
る
。
火
山
噴

火
で
も
想
定
外
の
こ
と
が

起
っ
て
い
る
。
三
年
間
も
審

査
を
待
っ
て
い
る
わ
け
に

は
行
か
な
い
。

市
民
（
岩
手
）

『
住
民
避
難
計
画
』
が
緊
急

時
で
た
っ
た
『
５
㌔
圏
内
』

で
あ
る
。
廃
液
は
数
百
㌔
も

飛
び
散
る
。
廃
液
状
で
は
な

く
「
既
に
ガ
ラ
ス
固
化
し
て

い
る
」
と
の
前
提
で
計
画
が

企
画
さ
れ
て
い
る
の
か
？

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０

の
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
て

い
な
い
。
出
し
て
ほ
し
い
。

回
答
（要
旨
）

外
務
省
軍
縮
・

核
不
拡
散

科
学
部
担
当
者

我
が
国
は
平
和
憲
法
の

も
と
、
戦
後
一
貫
し
て
平

和
国
家
を
め
ざ
し
他
国
へ

戦
争
の
脅
威
を
与
え
な
い

政
策
を
と
っ
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
は
聞
き
た
い

質
問
６

再
処
理
工
場
に
廃
液
が

溜
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
、
自

然
災
害
に
よ
っ
て
危
機
に

陥
る
こ
と
が
心
配
で
あ
る
。

災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
ど

の
よ
う
な
防
護
・

防
災
を

考
え
て
い
る
の
か
？

総
理
大
臣
へ
の

特
別
要
望

特
別
危
険
な
『
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
液
』
を
か
か
え
、

万
が
一
戦
争
に
な
れ
ば

国
家
滅
亡
に
つ
な
が
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。
戦
争

は
絶
対
に
避
け
て
ほ
し
い
。

電源を失うと冷却

と掃気が止まる

こ
れ
だ
け
は
聞
き
た
い

質
問
５

再
処
理
工
場
が
、
テ
ロ
リ
ス

ト
の
攻
撃
や
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

を
受
け
た
場
合
、
廃
液
が
危
険

な
事
態
に
な
ら
な
い
か
。
「
電

磁
パ
ル
ス
攻
撃
」
に
つ
い
て
も

ど
う
考
え
る
の
か
。


